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市民アンケート実施概要

 調査目的

「木更津市総合計画第2次基本計画」の策定に向け、木更津市のイメージや既存の施策に対する満足度、
今後の優先度等に関する市民意見について収集・分析を行い、今後の市政に反映することを目的としまし
た。

 調査概要

調査対象 木更津市内に常在する18歳以上の男女

抽出方法 住民基本台帳より、該当する住民を無作為抽出

配布数 2,000件（うち戻り8件,有効配布数1,992件）

回収数 944件（うち白票 0 件,有効回収数 944 件）

有効回収率 47.4 ％

調査方法 郵送による配布・回収

調査票回収期間 2018年6月8日（金）～2018年7月6日（金）
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市民アンケート実施概要

 回答者概要（性別・年齢）

男性

42.5

女性

57.5

問13．性別

10歳代

1.1

20歳代

9.0

30歳代

14.7

40歳代

16.8

50歳代

13.5

60歳代

19.7

70歳代

21.1

80歳代以上

4.2

問14．年齢
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10歳代, 2% 20歳代, 

11%

30歳代, 

15%

40歳代, 

18%

50歳代, 

14%

60歳代, 

18%

70歳代, 14%

80歳代以上, 8%

（参考）

2015年国勢調査時点の年齢構成

男性, 

50.4%

女性, 

49.6%

（参考）

2018年4月1日住民基本台帳による

男女別人口構成



3

市民アンケート実施概要

 回答者概要（職業・通勤・通学先）

会社員、公務員、団体職員（会

社役員を含む）33.6

農林水産業従事者

1.0

自営業

6.0

パート、アルバイト

15.1

学生

2.6

専業主婦、主

夫

21.3

無職

18.7

その他

1.8

問15．職業

木更津市内

50.1
周辺市（市原市、袖ケ浦市、君津

市、富津市）

29.7

千葉市

4.9

千葉県内の他市町村（周辺

市と千葉市を除く）

3.8

東京都

9.3

神奈川県

1.5

その他

0.8

問16．通勤・通学先
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市民アンケート実施概要

 回答者概要（居住地区・居住期間）

木更津地区

32.6

清川地区

21.2

波岡地区

20.4

岩根地区

11.7

鎌足地区

1.9

金田地区

4.7

中郷地区

2.4

富来田地区

5.1

問17．居住地区

3年未満

6.8

3～5年

5.4

6～10年

7.7

11～15年

8.0

16～20年

6.621年以上

65.3

問18．居住期間
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木更津, 

32.5%

波岡, 

21.1%

清川, 

21.1%

岩根, 

12.7%

鎌足, 1.7%

金田, 4.2%

中郷, 2.1%

富来田, 

4.5%

（参考）

2018年4月1日 住民基本台帳による

地区別人口構成



5

市民アンケート実施概要

 回答者概要（住居形態・家族構成）

持ち家（一戸建

て）

78.8

持ち家（マンションな

どの集合住宅）

1.8

民営住宅（一

戸建て）

3.0

民営住宅（アパートなどの

集合住宅）

10.3

社宅、公務員宿舎、独身

寮、市営・県営住宅

3.9

間借り、住み込み

0.7
その他

1.5

問19．住居形態

単身

11.4

夫婦のみ

26.4

2世代（親と子）

49.0

3世代（親と子と

孫）

10.8

その他

2.4

問20．家族構成
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78.0 

76.2 

51.2 

38.1 

37.7 

25.8 

24.8 

24.5 

23.3 

21.6 

21.5 

16.1 

14.5 

11.0 

8.0 

7.8 

6.0 

4.1 

3.5 

3.1 

2.7 

2.0 

1.9 

1.6 

1.3 

0.6 

東京、神奈川方面への高速バス

東京湾アクアラインや圏央道などの広域道路ネットワーク

木更津港まつり（やっさいもっさい、花火大会）

潮干狩り

海や山などの自然環境

アクアラインマラソンや木更津トライアスロンなどのスポーツイベント

特産品（海苔、ブルーベリー、梨など）

住宅の求めやすさ（土地の広さ、価格等）

大型商業施設や道の駅などの集客施設

総合病院、夜間急病診療所などの医療機関

映画、ドラマのロケ地

人のあたたかさ

地域の歴史や文化

知名度の高さ

高校や大学などの高等教育機関

子どもを産み育てやすい環境

ナチュラルバルや海まつりなどの街なかイベント

オーガニック（持続可能）なまちづくりへの取り組み

子育て支援センター

特にない

活発な市民活動

その他

まちづくり協議会

市民活動支援センター「きさらづみらいラボ」

海外の友好都市との交流

産業・創業支援センター「らづ-Biz」

問２．あなたが感じる木更津市の魅力は、何ですか。（複数回答）

6

市民アンケート調査結果 ①木更津市へのイメージについて

 愛着や誇りを感じている市民の割合は全体の75.1％であり、愛着度と居住年数は正比例する傾向にあり
ます。

 木更津市の魅力としては、東京・神奈川方面へのアクセスをはじめ、道路ネットワークに係る項目が特に
多く挙げられています。

愛着や誇りを

感じている

31.9

少しは愛着や誇りを感じて

いる

43.2

どちらとも

言えない

14.5

あまり愛着や

誇りを感じな

い

8.7

全く愛着や誇

りを感じない

1.7

問１．あなたは、木更津市に愛着や誇りを

感じていますか。（単回答）

N=933

問１．×居住年数
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N=938

11.3

20.0

21.1

17.6

25.0

38.9

33.9

40.0

39.4

55.4

55.0

42.7

27.4

18.0

22.5

16.2

16.7

11.3

21.0

20.0

15.5

6.8

3.3

6.1

6.5

2.0

1.4

4.1

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

3年未満

3～5年

6～10年

11～15年

16～20年

21年以上
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市民アンケート調査結果 ②定住意志について

 ずっと住み続けたい・できれば住み続けたいと答えた市民は全体の75.4％となっています。
 できれば転出したい・転出するつもりと答えた割合は、若年層ほど高い。家族構成別では、単身、２世代、

夫婦のみの順に高くなっています。
 転出したい理由としては、住むのに不便・ほかに住みたい地域があるが多く挙げられ、定住促進に向けて

はこれら理由の詳細を検討していくことが求められます。

ずっと住み続

けたい

37.4

できれば住み

続けたい

38.0

できれば転出

したい

7.3

転出するつも

り

3.8 わからない

13.5

問３．あなたは、これからも木更津市に住みたい

と考えていますか。(単回答)

N=920

仕事や学

校のため

16.7

家族の都合（子

どもの学校、親

の介護など）

2.1
就職や結婚のため

5.2

住宅の住み替

え、購入のため

3.1他に住み

たい地域

があるため

21.9

故郷に帰りた

いため

16.7

住むのに不便

なため

26.0

その他

8.3

問４．転出したい理由にもっとも近いのは

どれですか。(単回答)

N=96

15.7

23.9

32.5

29.2

47.2

55.4

51.4

40.0

43.4

40.3

35.1

49.2

36.4

33.3

29.7

30.0

10.8

8.2

7.3

5.0

6.3

5.9

8.1

12.0

9.0

3.3

4.2

1.1

30.0

18.1

18.7

21.9

12.5

9.1

5.4

10.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

80歳代以上

問３．×年齢 問３．×家族構成

29.1

43.5

34.7

41.4

40.9

32.0

36.3

40.2

41.4

31.8

10.7

5.1

7.8

5.1

13.6

7.8

4.6

3.4

20.4

10.5

13.9

12.1

13.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

単身

夫婦のみ

2世代（親と子）

3世代（親と子と孫）

その他
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市民アンケート調査結果 ③「オーガニックなまちづくり」について

 「オーガニックなまちづくり」について初めて聞いた市民は全体の54.8％、理解している市民は全体の
6.5％に留まっています。

 年齢別・居住年数別では、年齢や居住年数が上がるにつれ「はじめて聞いた」とする割合が概ね減少する
ものの、「理解している」とする割合は一定程度にとどまっています。

はじめて聞いた

54.8

聞いたことはある

が、よく分からな

い

38.2

理解している

4.6

理解し、共感して

いる

1.9

その他

0.4

問５．現在、木更津市は、「オーガニックなまちづくり」を推

進しています。この取り組みについて、あなたはどのくらい

理解していますか。(単回答)

N=927

70.0

77.1

65.2

60.5

63.1

46.0

40.2

31.6

20.0

18.1

29.6

32.2

31.1

46.6

50.8

57.9

10.0
3.6

2.2

5.9

4.1

3.4

6.9

7.9

1.2

2.2

1.3

1.6

2.8

1.6

2.6

0.7

1.1

0.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

80歳代以上

問５．×年齢

85.2

60.0

61.4

58.9

53.3

50.1

11.5

34.0

31.4

35.6

35.0

42.6

4.0

5.7

5.5

10.0

4.6

1.6

2.0

1.4

1.7

2.2

1.6

0.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

3年未満

3～5年

6～10年

11～15年

16～20年

21年以上

問５．×居住年数
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市民アンケート調査結果 ④市民活動（ボランティアやNPO活動）について

 地域内外における何らかの市民活動に参加しているのは全体の27.4％、参加してみたいと思っているの
は37.6%となっています。年齢別では、特に60歳代の参加割合が高くなっています。

 市民活動への参加経験がある市民のうち、市民活動に対する市の取り組みに満足しているのは計23.6％
と低く、今後の市民活動促進には、主に活動内容などの情報提供が求められていると考えられます。

満足している

7.5

やや満足である

16.1

普通

58.4

やや不満である

12.5

不満である

5.4

問７．市民活動に対する市の取り組みに満足してい

ますか。（単回答)

N=279

自分の興味のある分野

でのボランティア活動な

ど、地域の垣根を越えて

活動している

6.8

自治会や消防団など、地

域内での市民活動に関

わっている

20.6

過去に参加していたが、これか

らは参加しないつもり

4.5

機会や時間がないので参加していない

が、参加してみたいとは思う

37.6

興味がないので参加し

ておらず、これからも参

加するつもりはない

30.4

問６．現在、木更津市は、「市民活動（ボランティアやNPO活動な

ど）」を推進しています。あなたの市民活動の参加状況にもっと

も近いのはどれですか。（単回答)
N=907

0.7 

3.5 

6.5 

8.1 

14.2 

15.3 

51.6 

表彰など、市民活動を奨励する取り組み

その他

交流機会の提供

市民活動の場の提供

特に必要はない

市民活動に対する経済的な支援

市民活動内容などの情報提供

 0.0  10.0  20.0  30.0  40.0  50.0  60.0

問８．市民活動を市民の皆様に広めるために、

今後どのような取り組みが必要だと思いますか。（単回答)

N=430

1.2

3.0

5.8

2.5

11.4

12.0

12.5

10.0

9.8

16.3

25.3

24.8

26.1

18.3

25.0

1.2

1.5

0.6

3.3

4.5

9.7

15.6

50.0

42.7

40.7

31.8

45.5

36.9

34.9

15.6

40.0

45.1

38.5

36.4

24.0

21.0

25.1

31.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

80歳代以上

問６．×年齢
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市民アンケート調査結果 ⑤施策の満足度・優先度について

 既存の46施策（施策名は参考資料2参照）について、現状の満足度および今後の優先度について整理しま
した。

 満足度・優先度を-2から2の値に段階付け、回答者のウエイトを加味した加重平均値を算出した結果、本
市の施策に対する満足度は全体的に高く、今後の施策立案・推進の際には、優先度に関する市民意見を参
考にすることが求められます。
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-2.00

-1.50

-1.00

-0.50

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

-2.00 -1.50 -1.00 -0.50 0.00 0.50 1.00 1.50 2.00

今後の優先度

現状の満足度

最大値 最小値

現状の満足度 0.91 0.07

今後の優先度 0.38 -0.23

1

2

3
4

5

6

7

8

9

10
11

12

13

14

15

16
17

18 19

20

21

22

23

2425

26

27

28

29

30

3132

33

34

35

36

37

3839

40

41
42

43

44

45
46

-0.40

-0.30

-0.20

-0.10

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

-1.00 -0.80 -0.60 -0.40 -0.20 0.00 0.20 0.40 0.60 0.80 1.00

今後の優先度

現状の満足度

満足度・優先度ともに高い満足度低いが優先度は高い

満足度高いが優先度低い満足度・優先度ともに低い

※5段階の評価に各々2点、1点、0点、－1点、－2点という重みを設定し、例えば5段階各々に回答した人
数が、ｗ1、ｗ2、ｗ3、ｗ4、ｗ5であった場合、加重平均値は以下の式で表されます。なお、この場合加重
平均値は－2から2の値をとり、各施策に対する市民の満足度・優先度は2に近づくほど高くなることを表
しています。 （加重平均値）

＝
ｗ１＋ｗ２＋ｗ３＋ｗ４＋ｗ５

２点×ｗ１＋１点×ｗ２＋０点×ｗ３＋×(－１点)×ｗ４＋(－２点)ｗ５
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市民アンケート調査結果 ⑥木更津市の情報について

 市に関する情報収集先としては、広報きさらづや回覧版、情報誌・掲示物などアナログ方式の媒体が多く
挙げられ、公式ホームページや電子掲示板などデジタル方式の媒体を挙げる回答は限定的でした。

 現在開発中のオリジナルアプリに対する要望としては、災害時の避難所や各種検診の情報案内を求める意
見が目立ちます。その他、木更津市のイベントや市内案内、交通情報に関する情報を求める意見も散見さ
れました。

74.3

57.5

34.1

24.2

19.0

4.3

3.3

2.1

広報きさらづ

回覧板

自宅のポストや街なかで配布されている情報誌

ポスターなどの掲示物

公式ホームページ

無回答

デジタルサイネージ（駅前などにある電子掲示板）

公式フェイスブック

問10．あなたは普段、木更津市に関する情報を

どのような方法で得ていますか。（複数回答)

N=935

問１２．現在木更津市では、市民の皆さまが必要とする情報につ
いて、迅速に提供するための木更津市オリジナルアプリ
の開発を検討しています。アプリというツールだからこ
そ、できること・知りたいことなど、皆さまの欲しい情
報や機能を、自由な発想でお教えください。

（有効回答数368件）
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10歳代

1.3

1.4

1.0

1.5

1.4

20歳代

5.8

13.1

10.9

11.5

22.9

30歳代

9.0

21.6

16.9

22.0

31.4

40歳代

15.8

21.4

19.7

24.5

28.6

50歳代

12.5

15.3

16.5

14.5

4.3

60歳代

23.2

16.0

19.9

16.0

4.3

70歳代

27.3

10.5

13.5

8.5

5.7

80歳代以上

5.1

0.7

1.6

1.5

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

携帯電話

スマートフォン

パソコン

タブレット端末

家庭用テレビゲーム機

年齢×問11．現在あなたがお持ちの、インターネットに接続可能な機器は

どれですか。（複数回答）

N=311

N=588

N=503

N=200

N=70

※記述内容について、テキスト分析により頻出語の傾向を、文
字の大きさや色で表したもの。頻出である程文字が大きくな
る。また名詞が青色、赤が動詞、緑が形容詞である。


